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マ ヒ マ ヒ カ ブ リ 亞 屬 の 研 究 （1）

　　　　　　　生 態 に 就 い て

　　　　　　　　　　　 馬 塲 金 太 郎

］〉TE　FC）ll｛S⊂｝HUNG 　 Y （，N　 DI∬R 　UNTIORG 典TTUXG 　DER 　C］JR／1、TS　USr

　　 　　 　 ノ）ノ15∫凶87丗 ∫ヒ．（1）　 OEKOLOG 丁SCIHER 　TEII ．．

VOIb 　K”TN ・TMIO 　B ．、1、、t．

　　　　薯者の 舌 ふ 　．Drliib− sttp
・

研 究 史の 重直 1 期皀Pち主 と して 外人 の 手に 岐る分類

　　學的研 究 の 時代 に あつ て は，生態に 關す る調査報告 は 殆 ど 見厳 らない 。 之 も

　　Drt｝brE・steo’（マ ヒ マ ヒ カ ブ リ鷲 屬） が 本邦特炭 の ￥， の で あ つ て 見れ ば 常然 の 事で

　　あ ら う。
C｝．1−1、tUSJ・：r．の 好著 ，

1）；umaSte ト CerItohal）1−Ll．s−Gruppo を
一｝博機 と して ，

　　著者の 所謂 刀砌 川 説 ピ〜，
・
研究 史の 第 2 期 に 入 る と ， 我 國の 歩行蟲愛好 熱の 興隆 に

　　つ れ て
， 漸 く種 震 の 生態槻察が現 れ る に 至つ た。 然 し なが ら街それ 等の 大部分・

　　は採集記録的斷丿魯 こ 止ま り，重要 なる事項例ぺ ば 交尾，産卵或は周年經過の 如 き

　　は未だ 全 く未知の 領域 に あ る。薯者は此處に D ‘t・｝｝Sfester の 綜括的研 究の 一つ と

　　して
， 從 來の 記録 を整理 す る と共 に 薯者自身の 槻察 を併せ て 發表 し、 生 態に 關

　　する知 見を
一
括 して み よ うと思 ふ 。　　　　　　 ・　　

’
　 ・

　　　　本稿 をコ甼〔す る に 賞 り，薯者 に 常 に 暖 き御 高庇 を賜 る 三 輸勇四 郎博 士 ，新潟欝

　　科大學工 藤得安敏授 ， 新潟高等學校眞保一輔，江 村重雄兩教授竝び に丈獻其 の 弛

　　に御高配を辱ふ した る古田 晶氏に 謹ん で 感謝を捧げ ます li 叉 私信，談話 を 以 て

　　種 汝 有益 なる觀察 を寄せ られた諸賢に對 して は ，此 處に 深謝の意 を表す る と共
、

　 に
， 本文 に 凡 て 御芳名を明記 す る事に した．、

　　　　　　
ttt

…　　 ．L ．周 ・ 年 　 經 　 過

　　　　1）　越冬　
”
t
’
af・g
’ia）enni ．sn） の越冬レこ 就 い て は 久保 田ノk郎 氏は 11938 年 3 月

a 冫　白今侠用 す る
e
，ZGpt1 ）（

’
蹴 鶴 GOIU ｝

「
t4S蝶 は 必 ず し も種 名 を 意吠 しな い

。 種名 圃 亜 種 名 ， 墾

　 種 名 の 何 れ 1く 該 當 す る
・
か は 著 者 の 講演 要 旨　（本 誌 Vol，　XU ，　No ．6）　を參 照 せ られ

　 　た い o 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
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21 日 に ノく鹽で朽木中 よ り多數 の 成蟲 （6， ♀）を發掘せ る事 を著者に報 じた。叉

夕張附近 は 近 年 一
’
VOPtii）e7d7vi，9 の 豐庵 を以 て 卸 られ て ゐ るが ， 同地 は臠朽せ る樹株

多 く，主 と して 冬期の 朽木探集が 行は れ て ゐ る と言ふ
。

　　 tS’btti
’
tt，9 に 就い て は 「1［本弘

2撒 澱

氏は
， 昜乎縣松 尾 で 早

：
春 朽木 1こ 潜ん で 越多中

の 成蟲 を採婁す る事の 甚 だ効果あ るを報 じ、b｝叉 白樺 の 朽木 よ り發掘せ る咸蟲 を

寫 して 發表 した。山谷 丈仁氏は 19：｝7，S 兩年に 亙 り津軽地方 に於 て
， 高さ 2〜3

）11 の 立 枯れの 本 株を割 つ て 多數 の 祓 蟲を得 た る事 を著壽に 私 信 し 、 獪 ：
）
iO 　c］n 以

一．
F の 低 い 朽木 に は 綵集せ られ な い と附記 して ゐ る

．

　　 ．加 如 画 の 越冬に關 して は警者は既 に 1 例 を報告 した が ，
t）e）之は欅 の ：旺木 を

嶺 ひ 包 ん で ゐ る約 3 伽 の 蘚類 の 下 か ら發見 され た祓轟 （6t　 9）で あ る。著者

は叉 19訓 年 4 月 1．21ilに 越後 ， 宮川で 朽ち倒 れ た lif．木 の r［q か ら成蟲 を發掘 し， 更

に 19：38年 11 月 ：  FIに 越後 ， 黒川 で 地上 約 1．t）　コn の 立 枯れ の 枝 の 腐朽部に潜む

成蟲 を探集 した。
』

　　 erapuito　tC　ltXLnて の 各期探集 の 知見は悉無で あ るが ， 之は著者の 採集者織 田次

耶 八 氏 が 冬期 の 探 集を 杢 く放 棄 して ゐ る事情 に 依 る もの で
， 現 に 1937 年 10 月

．ヨ｛に探架 された域蟲 6 頭 の 中 鯉 は飼育器 内の 瓦∫｝
幽
に 隱れ て 越冬を完ふ した。

　　 生駒，金 剛山胝で 1跏 偏 が 向陽 の 斜 面 の 土 中 に成蟲越冬 をす る事 は良 く知
’

られ た事實で あ り
， 之 に 就 い て は 近 藤芳英氏跏 ）

の 發表 に 依れ ｝f ，峠路の 懸崖で

松 ， 躑躅の 根下 に 多 くは 12，
3 頭少 く と も4

，
5頭 の 集團的潜伏を發見す と言ふ 。

　　 「「琳 馮次氏
11 ’）

は 此の 場合 1ユ’”uisi は頭部 を先に して 土 中 tc”N き 入 っ て ゐ る事 ，

換需 すれ ば土 中潜入後の 體 の 方向轉換の 行は れぬ 事 を報告 し，叉 上 M［政雄氏 の

私儒に 依れば そ の 潜伏の 深 さ は地表下 5cm 以内で あ る と言ふ 。上 Ell氏は 更に朽

木 の rl・に雌 冬せ る 4 頭 の t・… ibli，の 成蟲 を得た趣 を 等者に 慱 へ た。

　　 ”的冫峨 傭 の 越 多に 就V ・ て は た だ 玉 村不二 男
18冫

氏 が 冬期樹皮下 に 得 らる L事

を記 して ゐ る の み で あ る。　　　　　　　　　　　　 ，

　　 ‘瓦畑 η1伽 に 蘆 い て は吉 田晶壇ま飼育に よ り減蟲越冬を見た と著者に語 られ

た ， 山本玄氏 は今冬唯 1頭 を朽木 ri」 よ り得た 由の 私信 を寄せ られた 。

尊

＊ 尾 に 識 し た 引用 文敵 の 番號 を示 す。以下之 に 準ず る。
b ） 此 の 報告 に 於 て

「
iU ．qipenit・iS と し て 發表 した 嶄 の 誤 は 11【本氏 自 らも承認 し た

。

・c ｝ 此 の 發表 に 縦 廉 ‘ と した の は ．tOilttWbelの 誤 認 で あ っ た
。

‘

q
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・
　 次 に 伽 融 ・

・
の 幼蟲 の 越 劉 酬 して は轍 例賭 撫 あ ろカ

・
・

， イ短 下 隣

　　
の α碗 厭 拙 は瞽者の 飼育室内で 12 月初 め よ り地下 に 潜伏 し て 越 參に 天り， そ

　　
の 齢は 第 2 齢 （即ち絡齡） で あ つ た

。 吉1二嘯 ll
氏 も亦 嫦 綱 匚伽 を匍育の 結果第 1

　　嫩 聯 ・齢の 僻 礎 鳧 も，醐 嘩 言 ふ 。数 繍 は ，。・・。 の 鮪 搬

　　
け

・ 多 くの 幼蟲齢 観 たが之鰡 ま 凡 て 欄 陵 以 て 越冬に 入 つ た．

　　　　以 一ヒの 諸例 に 依 つ て 伽 … 翩 の 泌 を要約 し
、 そ の 形 式 を分類すれ ば次 の

　　 如 くな る。即ち，

　　　　　　　　　　　　　發育催 度 に よ る　　潜伏個所 に よ る

，
一 ・＜

／
雌 越 冬

＼

鞍 蹴 蒙
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　幼 鐡 越 冬

　　　　幼褪 鴛 現 在 で は 徇育旨納 の e・・1）itoと ・．・；u ）
’
oi ［les　trC．の 覡 らSLて ゐ るが ，

　　將來は少 くと も北 方系 の もの 即ち foriuf− e・i や η 吻嬲 ，誌 等に も發見 さ れ る 可能

　　 1生力詈多い 。

　　　　雌 越冬は 刀伽 幽
・
の 歹趁 全種撫 ・ 最 も

・

樋 靦 らA・LS ．．・e の 中の 地 ・臓

　　冬に あ つ r は
・ 向陽 の 斜面で 樹木の根蔭等 即ち岡水 を邉け て 暖 く少 くと も水 は

　　け の 良 い 場所 に淺 く潜 入 し、現在は 伽 規 に の み知 ら れ て ゐ るが南 方系の 諸種

　　族例 へ 飾 ・漁 嫻 信・姻 吻 贓 ‘・・ 等 に は 凡 て 此 の 越冬形式が 存す る で あ ．ら6。
　　地」嘩參醗 伽 ・働

・
レ・ 共通の 越冬形式 と 見られ るが 勅 の ‘，TviSi に あっ て

　　
は 稀で ある に 反 し・．北方分布の 力 ・齢 卿 欄 祓 蔚 鶚 卿 ・嚇 鯲 て は 常磯

　　の il斌 が 鵬 さ れ る・鄭 ・ ・嗣
・
繍 羝 嚇 株に越冬す る事な く常 に相當 の 高 さ

　　の 朽木 腿 ぶ と言 ・囃 イ級 び Dl’・miceste・）・は Lel・t・・翩 ・・薄 よ りも 功 乾い た木

　　榊 に卿 ・i
’
・… と部 ・1・徹 紙 の 私信は蛾 注 1’・1・−y一べ き （：b ら う． 是 は北

　　地に あ つ て は冬期の 地表 の 氷縞 又 は 長 期1肋 膰 の 爲 に 地 ・囃 勠
・・困難 なる

　　爲と鰕 られ るが ， 呶 伽 ・

吻
1
麟 の 而隰 肺 大 い なる役蹴 齔 て ゐ 褥

　　
は想像に 鰍 ない

・

’

概 齡 鞭 噸 木鰹 と橄 下齢 （樹木 塑 癬 糖 の

1

　　
下 の 醗 含む） 卿 彡式畍 た れ 襯 再者は 嚇 職 ・，・・，・碍 の 最北

’

　　方滴 地 分布 の もの 靦 られ 雛 一刎 彡式で あ り該 者は最南方系 の bl，、pt。磁、

　　e（1知 られ て ゐ る。 之 も亦南北 の氣象條件 の 差異に よ つ て もた ら され る越參形式

N 工工
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の 調1違 をイ殉示 して ゐ る様 に 思 はれ るゆ

　　2） 夏眠　薯者が 11［3S年 7 馴 liljl
；探 築した tVtpito 　10 頭を飼 育 した所に

依 才しば ， 之等 に は 明 らか に夏眠 と稱 し得 べ き欺態 が 見 られ た．皀卩ち新潟市 に 於 て

は

．
明 禰 駒 昭 一

杯蝌 ｝続 鯲 の 臆 は減 鄰 傾 ・も始 ど樋 勢 止 す

ろ に 至 り， F｛中は勿論 日沒及び夜問 IC於 て も大部分 は鰐や瓦 片の 下 に 隱れ て 姿

を現さす誰 蝉 の 耀 が 不ゴ膿 に 飾 縞 の み で あ？た・（ZISして 之等 も鋤 の

給與 を斷 て ぱ 數 日中 に 皆潜伏 して 休眠 に 陷 り
，

叉 夏 li園伏態 の もの も之 を暴露 し

て 刺戟すれ ば 活動 し
， 輿 へ られた る食餌を取 る。之等の 事實 よ り

’
卜llす れ ば c

・
ftl）itO

成蟲の 夏眠 は絶對的夏 1i琉に 對 して 相射的夏眠所訓 牛夏1民 と稱す べ き もの と考 へ

られ ， 氣象 條件の 外 に 食物の 存否 に 左右 され る琲が大 きい もの と思 はれ る。lrj：外

に 於 け る夏【1購 未 爵藤 さ日tて ゐ ta　v． が ， 少 くと も ・ 卿 ’ よ り南 方 に分布す る

もの 例 へ ば
’
　o．vu ・1・醐 θ8

，

 
ゐ’r哩）掴 曲 等 に あ つ て は夏眠は恐 らく普通 に 存在 す るで あ

らうと推定 され る。 と言ふ の は 南國の 酷暑に 力1へ て ，
刀砌 跚 s卿 の 主食物た る蝸

牛 ば夏 は潜伏 して 休眠 し
，
又各種 の 毛 蟲 も遊 だ しく少くな るか らで あ る。之に 反

して 北海道 ， 奥朋 山胝等 の 北方 の 」）tE7JbftS
・teo・は夏季 の 氣盈 も低 い 環境に あ ろか

ら，
そ の 夏眠は鞍だ疑 は し く少 くと も そ の 期間は大 い に 短縮 され るで あ ら う と

，ILI、は れ る二　　．　
『『

　　　　　　　　　　 ．・
’
…

　　 上 述 の 如 くで あ るか ら飼
’
育中の σr躯ω

’
は勿論夏 季 に は交尾 ， 産卵等 を行 は

す ，從つ て 卵又 は第 1齡幼蝨 齢 古る事 騎 か つ た 春 の幼蟲 も早 剖 ま既 に 初夏に

は蛹化 し∴ヌ．は朋化 して そ の ま ま潜聴 して 夏 を過 し
， 遲 き も の も絡駘幼 蟲 を以

て 地 下 に 俐 民して ゐた ．

　　 野外 に 於て は常に1カ・か る齊一
な る絆果が 見 られ るとは阪 らす ‘

， 殊 に 二1ヒカ系

の もの に 於て は春 欧繭朋の 活動期力：前後 よ り迫 つ て 夏 も独活動 し得 るか 或は極

端に 夏 の み を活勁期闇 と す る に 至 る專 も考 へ られ る． 由谷文 仁氏は 青森に 於 て

riflim
．
w9 が 7 月卞旬 に 1斬k絡齡 と なつ た i「1を著者に 私信 さ2L，著者 も亦 1！133 年 S

月 5官に 山形 縣小玉 川溝団乏 （飯豐 1．［．1麓）で ∫01如 面 の 縷 輪幼蟲 1 頭 を得、莫 に

1鵬 年 泊 蜘 に 越後 ， 米 山で 祠じ纜 働 蟲 の ・1 頭を捌 ・，「尊年 S 豚 昨

越後，勝木で 同絡齢幼蟲 1 頭 を採集 した事が 南る。 ．

　　 3ゲ 活 動 期　Prs7ject．s・tel’の 採 集｝匸 臠肉探集を行 ふ時は，春 よ り創 昊 に か けて

・及び 醐 が最 も轍 鰍 ろ事は
一般 に 知・らi

’
Lた瓢 で あ る・笠 ヲ1欄 眠 は ・碗 ・

（

■
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の 亅撫 嬬
．tP　J 臟 よ 腋 llllに か 解 臥 四 て 搜索 しt！カ・ や 卿 雌 繭輜

が 最 も成績良好 なる結 果を見た。即ち一般 に 一］）cco）bfe・．ste・1・は春 秋 皇期 の 活動期 を有

す る事力堵
へ られ るの で あるが，著 者の 飼育経驗 も亦此の 事 を立證 して ゐ る。

　　著者は 11｝37年 9 月 27 日に 女台め て 卿 蜘 の 生體 を入手 して 飼 育を開始 しtfC、
が ， 帥日 旺 に 交 尾す る を 見た

。
翌 日 は既に 産卵が あ iJ

， 引績 い て 多 くの 卵 を得 た

が ，
10 月 1G 日の ユ個を∫奉卵の 最後と して 此 等 の 成蟲は漸次 斃死 し， 途 に 1 頭 も

越參 しなか つ た。10 月卞旬 に探集せ られた cr瞬 oG 頭 は時 に 交尾せ る を見たが

既 に産卵な く， 杢部潜伏 して 越參姿勢 に 入 り， そ の 中 の 9孚の み は首尾 よ く參 を

過 して 翌蓉 活動を開始した。叉 10JY 中旬よ り 11 月上 甸に か け て 中島章夫 ， 上 則

政雄，三 宅敏夫、高濱祺の 諸氏 よ り％ 頭 の 蜘 1呼1 の 成蟲生品を逸付 さ れ て 倉司育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

したが ， 殆 ど攝 食せ す そ の ま ま休眠 に 入つ て 約 ・÷ が 越冬を完ふ した。 之等 の

伽 洩 は新潟に於て 4 月上 旬よ り中旬にか け て 相孜 い で 冬眠 よ り覺 醒 して 食澣

を む さ ぼ り，

‘1 月 20Elに 始め て 交尾 せ る 1 對 を 認 め｝5 月 に 入 つ て 釜 ・ぐ 交尾 頻
’
繁

と な り，5 月 S 口 に 始め て 塵卵 を見，5 月上旬 よ り下旬 に か け て 麗卵數最 も多 く，

之等は 6 月下旬 よ り 7 月中旬迄 に 凡 て 斃死 した。高灘 妖 は 1司年大 阪で 氏の 飼
’
育せ る ‘伽 掘 が既に δ 月 24 匹1よ り産卵を開始 した りと著者 に 傳 へ られた。CCtpito

の 29 は 4 月上 旬 に 參眠 を破 り，5，IS 月 に 數卵 を産付 し ，
　e 月 20 日 に之 を殺 す　　，

迄 極め て 活艘で あ つ た。膏森 に於 て 山谷丈仁氏が tt
・
i12et

・
？5s を飼育さ れ た例に よ る

と 7 月上 旬 の 濠卵が推定 さ れ る （氏 は卵 を見す して 幼蟲が 現 れ て 始め て 氣付い

た と言ふ ）。

　 以上 の如 く春，秋 に於 ける Dfdηbas．s・te・r 成蟲の 活動 に は ， 攝食，交尾，産卵 等凡

て の 行動が 見 られ，從 つ て 此 の 黍節に 妹又 卵， 幼蝨
， 蛹 の 發育 の 全 階段が 見 られ

ち。刀   細
・戯 の 活動蹴 い て は 、交尾期 或は瀬 闘 は その

「
つ の ．1。峰 と

なる と考へ られ るの で あ るが ， 同 じ te，tvisi で も大 阪で 昧早 く産卵 し新潟で は邏

く ， 又 北 に分布す 幣
ro・nte ）nc・g が 遅 V ・庫卵 ∫田を有す う事 は注 日す べ きで あ らう。 獪 ，

卵，幼蝨 ， 蛹の 發育竝 ぴ に 形 態に 就 い て は稿 を改 め て 述 べ る事 とす る。

　　　　　　　　　　　 II 交 尾 及 び 産 卯

　　P・・maste ・1’　O 交尾及薩 卵に 關する文獻は全 然購 ら

’
施 が ，飼育 に 依つ て

既蓮 の 如 く春 灰兩季に 極 め て 容易 に槻察す る事が 出來た。

　　 1）
一

交尾 δ
』
は 9 の 背に や 賄 に タトれで F行的 に乘 り、 後肢は彳麦方の 地．ヒ

ノ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

4s 昆 蟲 ・第 一E’三 卷 第 こ二 號

を支 へ 中肢は 9 の 屯 御 ［N’の ll｝拠 よ働 交の 後 か ら 9 の 體 を抱 え
，
　mafflは 揃 へ て

前方に 仲 し小刻み に 震動す る。前 1渓は 始め附 舗殊 に 亅：〜 1工1 蔀の 下両を以 つ て ♀

の 罷 髄 撫で るが後に遯常 ♀ の 前伽 前方 ， 時に は前 ，
・ll肢の 師 こ於て 9 の 髓

を抱 〈， 左に 鎌月丿ζに 灣曲 した 1）し煽 s は斜右方 よ り 9 の Yagi 旦m に 入 り， 交尾成

れ ば 6 の 觸角は倒 ハ の 字形に 開 い て そ の 微霙は止 む 。 交尾 に 際 して の a の 行

動 は 9・・嘱 吻 珈
，

・，・漉 ・ に 於 て 縫 く「嗾 なるを認 めた 猫此 の 時の δ は

活濫且斂速で 、 殊 に暫 く隔離せ る もの に あ つ て は 9 に 出合ふ や否や殆 ど飛び掛

て 行 く。又 工頭 の ♀ を守 つ て しば しば 2 頭 の δ が 押 しの ；ナ含 つ て 禁 ふ の を見

た。　　　　　　　　　　　 1

　　 6 に 對す る ♀・の 動作は凡 て 受動的 で
， 先 そ の 場 に 靜止 し， 次 い で 把握器 を

擧 げて Vltgh1とし を阻き 1’
CI ・itiを受 け 入 れ る。然 し乍 ら時に は 敢 へ て 6 に應ぜ

す して 歩行 を績 け陛 だ しき は後 1貶 以 つ て 背上の

．
δ を伽 落す動作を示 郷

もあ る 。

　　 交尾 は辮 食等の 動作と同 じ く，rl暮 に 多 く， 且 瓦 ∫1凾や 板片 の 下 等で 行はれ る

事が 多ヤ
・ 力糧盛期 の 飼 育計浮内で は何等被後物なく暴露 した所で も多 く見 られ，

」4　M 中 も之 を見 た ・ 交尾 の 繊 彿 其躙 は 數分〜數啣 肱 亙 り樋 常數＋分問 で あ る．

　　・交尾 ば etC．t，ito 同志 或は i面 二6 同葱 の 1−1“で は極 め て 順訓 に 彳丁は堵
．
した．然 し

αり）伽 と 置餾 編 の 組合 せ で は　α 卯 ’ひ 6 ＞くletvi−si ♀　も CCbllito 挈Xl 枷 頗 6 も共 に

不域功 に絡 つ た。か か る概 ｝で も數 剛 膈 離 せ る 6 を以 て する顧ま直ち に 9

に 取 り付 い て 交尾 を求 め るの で あ つ たが 9 は之に 應ぜ す憩 匸 1 囘 の 波功 を も見

なか つ た。ヌ，培手 ， 松 丿百鬢の tVtb
’
te｝
’
tt，：“ 6 × 生駒 山塵 lew’isi拿 も向様 に不成功で

，

・
そ の 逆 の 組倉 せ は 材粛｝な く，試み な か つ た」岩手 ， 松 尾炭 の t4H ，ltil・IGS　6　x 　fjt三渡 J 水

津礎の er｛lpito早 は 2 囘の 不成功の 後 3 囘 1三1に 漸 く成功 し交尾が破つ た。勿論之

は通當 の 交厂曲 こ 比 して 甚 だ短ふ く，雛か 5 分 の 後 に は ♀は後收 を 上 げ て 3 を拂

ひ 落す樣に して 交尾 を解 い た d 然 し此 の 例 に よつ て rt，lbze・］’U ： と α卿 ω と の 闇に

少 くと も交尾 可能 なる 事が 證明 され ， 既 報の 著者の Dfeo］｝ftste・］・の分類に對 し， 生

態的 な棋聾 の 一つ をなす もの で ある。

　　猶北方系の D ・・… fcstc．，｝’， 皀1瑚 ・
・U，｛Til）L

，7SO−i，S’，・n2c」
’・us

，
　f・・

’tUlbe・i
， 噸 ど・ の 6 は

Cicinclclidau（斑 露 玉D ，
（

°

n　i：abitl ｝le （歩彳了蟲科 ）に 多 くそ の 例 を見 る如 く， 前肢路

節 1〜HI 餔が 擴大 し ， そ の 下 面 に 毛茸 を有す る
。 か か る顯著濠 る第 2・次性徴の

■
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意義に 關 して は 恐 らくは多 くの 論義が な され て ゐ るで あ ら うと思 ふが ，寡識 な

著者は 唯次 の 如 き解釋
一 交尾 に 際 して 6 が ♀ を抱擁す る に適應 して ゐ る

一

一の み しか 知 らな い 。上逑 の 6 の 交尾動作 を見 る に 、此 の δの前 附 篩特化   意

義 は抱擁の 便 と 云 ふ 事 もさる事なが ら， 夏 に それ 以上 に 交尾 の 始め に 蛍つ て そ

れ を以 つ て 9 の 艦側を撫で る動作 に 密4妾な關係 を有す る の で は なか ら う か ？

　　2） 産卵 産卵 も叉 多 くは 夕刻に行 はれ るが 産卵期 の 盛 に なれば 日 中 も多

く見る事が 出來 る。産卵 に 際 して は 罕 は概 ね 前絞 を揃 へ て 前 に 紳 し，中肢は

殆 ど艦軸 と直角 に 横 に 開 き後岐 も叉 大 ぎく後 へ 鑛げ ，

・
附觸角は ハ の 宇形 に 余

ち1後

方に 紳す。かか る姿勢で 前絞 を突張 りつ っ 腹 端を恰 もd−：掘 り器 の様 1で 上 下 に 動

か して 土 を掬ぴ上 げて 土 中に 突 つ 込ん で 行 く。此 の 際翅鞠は殆 ど動かす 從 つ て

翅戦 起は僻 土抛 鮒 をな・ 醸 約 畍 の 後 瞰 蠏 1黻 ・・躑 陀
一1−

〜÷ 程斜 に 土 中 に 鵬 雛 至 り批 嶋 髄 前 陀 立 て て 多驟 り1翻 厭 る．

（第 1 區D。約 5〜15 分 の 闇此 の 姿勢

を保 つ が ， 側方 よ り覗 ふ と盛に 腹 端

を動か して産卵す べ き土窩を作 つ て

ゐ る ら しい 樣子 に 見え る。そ の 後體

を 少 しく土中 よ り抜 き戻 し て 腹部を

しき りに仲縮 さ せ 約 5 分の 後C一L 尾端

を ぬ き出 して 直に産卵孔 の 埋 沒に掛

る。先 右
’
匚圃支を以 つ て 附近 の 土砂を

掻 き集 め て 穴 に 薄 しそ の 上 を附 篩で

押 しつ け る。か くす る事 3
，
雀囘 で 右

J

中肢 を休 め 1 左中肢 を1｝1亅ひ て 同様 の

仕事 をす る。か く して 左右 中肢 を交

．互 に二5囘位つ つ 使 つ て 産卵孔 を±A「
め ，

之 を押 し固め るが そ の 時聞は大骰 5

〜10 分 を要 する。経瑠
’
Lば母 蟲は其處

を去 り再 び省 りみ る事は な い
。

第 1 岡 Ca：
’
abus

’
（Dcd）rtastrr ） か 如 魔

κ り｝
’ito（T・E、、・IS）， （サ ド マ ヒ マ ヒ カ プ リ｝

　　 　 　 の 産卵 （著者 原 岡 ）

　　産卵孔は 常 に 母蟲 の 罷軸 に 輩子して 撫 こ 長 い 楕圓形 を 示 し，坑 道 は多 くは垂
　　　　　　　　　　 　

直 に 近 い 急斜 をな し
， 地表 よ り底迄 は 1〜3enl を通例 とナる。坑 逍の 末端は稍
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廣 く ， 横 位の 土 窩をな しそ の 内薗は 稍滑 らかで 少 しく圃 く， そ の 底 に は そ の 形 に

從つ て 横伽．こ横は つ て ゐ る卵が あ る。

　　著者は 始 め 左中駮損 傷 を有 二  る 暮耀 薦 の 産卵 を児，更 に 實験的 に オ洞 1 堕を

切 斷 して そ の te・tuibiの 個鱧の 沌卵 を見たが 何れ も興味あ る動作を示 し た。即ち

前 者は 左中膜の腿節の 中央 よ り切斬 され た もの で ， 庫卵孔 の 魂沒動1乍に際 して

は 左 r卜匡岐 は全 く用 を な さす 從 つ て 右 ri1肢 の み が 働 い て は休 み
， 休ん で は 叉 働い

て 薩卵孔 を埋 めた の で あ るが ，韓意 して 見る と右 中肢 の 体止 して ゐ る畔 ぽ 右中

肢 の 殘 つ た腿節が しき O に動 い て ゐ るの で あ る。帥ち 十ヨ：蟲は 飽く迄 も木 躯の 本

態を固執 して 健全 な右中肢 は 勿論 ， 役 に 立 た ぬ 左中肢 をも規則正 しく動か して

ゐ たの で あ 7Je　　　　　　
t

　　獪 産 卵の 要求 に 迫 ら9Lた 」）reo｝btEstr；］
’の 9 は 暫 らく地上 を這廻 つ て 所 よ に立

」Lつ て 身 1・ll…へ し，腹端 を以 て 土 を掻 き分 け樣 と試み るが しば しば 去 つ て 又 他 の

地 を探索 する事が 多か つ た。之 に 留意 した筆者が ，硬 く、底土 を団めた飼 育器 に か

か るtt”i卵衝動 の 現れ た 9 を牧 容 した所 ， 逾に 土坑 を穿 ち得す して 地上 に 産卵す

る の を見た．皀1Jち之 を見 る に腹部は翅 鞘端を 1墜 え て 長 く仲長，膨 出 し，そ の 腹端

を ビ ク ビ ク と伸縮させ る事暫 しの 後に 休 止 し， 叉前と同樣 な伸縮を始め る。か か

る腹端の 伸縮運 動 と休止 を交五 に 繰 返す事 十 數囘乃至數十 囘 ，
そ の ［1，m・c 腹端は

徐 々 に 右 へ 左 へ と彎曲 し， 叉上 方 へ 強 く曲る。卵は休止 期の 絡 りに腹部署く端 に 覗

き出 し，1司時 に 腹端は 一方に 強 く彎曲し，それ を廻 して 他側さ 向け絡 る と卵は 母

體 を離れ切っ て 母蟲 の 髏軸と 丁 度直角に 横た は るの で あ る。此 の 地上 廃卵 の 動

作 は 讙種の ehi・ysO
’
］ncliclne （ハ ム シ 科 ）に 於 て 薯者の見 た産卯動作と良 く一致 し

て
・
を り，1丿服 α吻 厂 の 正 常の 施卵に 於る豫備 の 土 窩掘1戎の 後の 卵産付動作と見做

して 恐 ら くは誤 なか ら うと思 ふ 。 因 に祠1谷一
男氏

6）

は o淑 ‘硬 r偽 に於て 卵が 翁や

木片 の 下 に 産まれ る と報 じ，薯 者の crt2丿ito　．
」G） 伽 繭 ‘の 飼育に 際 して もか や うな

例が 慶 み 見られ たが ， 然 し之は土窩掘成 の 豫備動作を省 い た異常行動で ，そ の 際

産卵 が潜伏個所に 於て 爲 された と云ふ結果 に 外な らな い と考 へ られ る．

ilL 　貪 性

　　Dr“｝bfssltii’の 食 性に 就 い て は 勿論斷片的で はあ るが 報告 を多 く見 ， 他の 生態

に 比 して 比較的良 く知 られ て ゐ
．
る」

（

‘
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　　 1） 成蟲の 食性　C十．1．ES
’
Vlslt

）d） は 俶 5，
’
o盛dcs が 砂糖 に 集る事 を報じて ゐ る e

松村松年博士は早 くか らそ の 食性 を特徴 と して ， 木亜 鶴に マ ヒ マ ヒ カ ブ リ
’
（被蝸

牛の 意）なる
「
和名を名

「
付 けたが ，之 も一時は そ の 眞疑 を疑は れ和名 の 不適當 を云

ふ 者 もあ つ た樣で あ る。鹿野忠雄 氏了）は DrCOiUe・gter が ナ メ ク ヂ を食す る を實見 し

た と報じ ， 次 い で 田 口萬諄男
17 ）

氏 は 1931年 7 月 rl．i旬 に o＝ tcroi ‘lf：se）

をfia育 して ，

食性 に 關す る有盆な る觀察 を發表 した。氏に依れば食餌は オ ナ ジ マ ヒ マ ヒ
，

ヒ ダ

｛マ キ マ ヒ マ ヒ
，

ミ ス ヂ マ ヒ マ ヒ
，

ナ ミ ギ セ ル
，

ナ メ ク ヂ で あ つ て ，
ヒ ダ リ・マ キ

は殻 に頭部 を突込ん で 食 し，又 時 々 食餌の 一片 を千切 り出 して 傍 に 退 い て 食 し，

’

オ ナ ジ マ ヒ マ ヒ は殻を打 ち嬢 して その 破 口 よ り頭部 を入れ て 食す と言β  戸 澤

信嚢
19）

，爾貴正 三 兩氏
！°）は 閲酉の J）‘虚肌 ’6封妙 が 樹液に 甚だ 多 く集 る と述 べ

， 叉
．

o
・
2coi2）evl“bis は札 1幌地 方で ウ シ ム シ （慕光 蟲）と 呼ばれ地 蠶を捕食す る 1．llを報 じ

た。不 山修次郎氏
4）
は ln．・ioi．gi を 食肉性 な りと言兌明 し，木下 周太氏

9）

は 」）ce？］｝rt，s・tcrrが

蝶娥 の 仔蟲 を捕食す る と記 した。勍谷一
甥氏

6）

は O．・ u．’・薇 蜘 を飼育 して ， 之が ミ

ミ ズ
， 蛙 の 屍 鎧 を良 く食 し， 時 女 勝 手元 の 溝 に 流 さ れた 肉に 集る と報 じた。叉名

和 梅吉氏
1fi）

は DrtO）li’tster
’
（prc．7

’
reo，）；tt」’oitCr」s　I） を飼育 した結 果，毛 蟲等 を輿ふ る も殆

ど 食す 縛 な く
，
蝸牛 を輿ふ a

’
しば 直 ち に 飛び 付い て 食ふ と發表 し て ゐ る。山本

弘氏は f‘Vl・lb）ILS が 夏季 の 糖蜜探集で 効あ る事を著者に 報 じ，
．上 田 政 雄氏 は loω 獅

が夏 に 樹液に 來る事 を私信せ られ た。高濱祺氏は 叉 バ ナ ナ ，砂糖水で
11ewisi

を飼

育し好成絞を得た りと著者に報 じ ， 輻貴正 三 氏 は 飼育中 ¢） 伽 ゼ鹿 に カ ス テ ラ を

食せ しめた と 語 つ た 。 更 に山谷文仁 氏 は飼育 に 依つ て ‘σ期 縱 が
一般 の 蝸牛及

び モ ノ ア ラ ガ ヒ （ヲ カ モ ノ ア ラ ガ ヒ ？） を妊 み ，叉 エ ゾ ハ ル ゼ ミ
，

エ ゾ ぜ ミ ，．＝ イ

ニ ィ ゼ ミ を も食 したる事を著者に通信せ ．られ た。山 団 要氏 の 私信 は糖蜜 に 集 る

ど・曽商 を採集せ りと言 ひ
， 生 駒信一即 は信州で 腐肉｝乗集 に依 り o．vzso’oicle・“を得

7c　1，と報 じて ゐ る。著者 も亦 ル洳 臨 に 就い て
，，越後 ， 二 ≡E寺 山で ノ ト．マ ヒ マ ヒ

（？）を食 しつ s あ る に 遭 ぴ
， 叉 原産地 ，、．粟島で ヒ ダ リ 曽 キ マ ヒ マ ヒ を食 しつ s あ

る もの 3顧及 び枯葉駿 の 幼蟲 を捕食しつ S あ る 1頭 を採集 した。岬 伽 に 就 い て

は佐渡に 於 て ヒ ダ リ マ キ マ ヒ マ ヒ ，生魚 の 腐肉 ， 尺蛾利 の 幼蟲 を食餌 と 音る を

實見 した。

・り 本轍 に 用 ひ た 種名 1・・nclui，t‘・ は ・．・’tt・’・i・les曝 名“・ タ梅 らな い 。

t ） 本 文 に は Iewisi 止 記 され た る も 9・o：L｛roi （lesの 膜 な る串 は 殆 ど 明 ち力竜 り
。

蓼
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　　以上 に
．
僚 つ て 大 號 DteVitte−stffr域蟲 の 食性 を察知 し得 る が ， 著者は な ほ eapiie，

面” 翻 及 び 少敷 の renlerv．，y と 抽
’tte？｝tii を飼育して 更に驚 くべ き畷範な食性を見

る事が 嗣 ぐた．そ iしに 依餌 ゴ雌 の 最 も轍 僻 る 館 ：ま筍 毀陸棲有嚇 脚 ち一

般 の 蝸牛 が それ で あ る
。

そ の 種類は ナ ミ マ ヒ マ ヒ
，

ヒ ダ リ W キ マ ヒ マ 匕
，

ヒ タ チ

マ ヒ マ ヒ
，

； ツ rk
’

ン マ ヒ マ ヒ
、

オ ナ ジ マ ヒ マ ヒ
，

ウ ス カ ハ マ ヒ マ ヒ 等を始と し，

ヤ マ キ サ 弌 才 ボ ケ マ ヒ マ ヒ や テ ミ ギ セ ル ，キ セ ル モ ドキ 或は叉 ヲ カ モ ノ ア ラ ガ

ヒ ，ナ ガ ヲ カ モ ノ ア ラ ガ ヒ 等で あ り
， 少 くと も著者の 試み た蝸牛及 び類似 の 軟

鶻 動物で 受 入れ られな い もの は なか つ た。大形 の 蝸 牛例 へ ば ヒ ダ リ v キ等に 於

て は ， そ の 殻 口か ら深 く頭胸 を入れ て 食ふが ，
ウ ス カ ハ マ ヒ 了 ヒ

，
オ う

一
ジ マ ヒ v

ヒ 或 は 各種の 幼貝等 の 小形 の もの は時 に そ の 穀 を噛み 破 つ て 食 す る を見た。

刀 r‘曾跚 勲
・成蝨は ヤ マ ナ メ ク ヂ

，
ノ 六 ラ ナ メ ク ジ を も好 ん で 食 し，又 鱗翅 FIの 諸

種 の 成蝿 や獣肉 を も好 ん だ 。糖蜜は よ く舐 食し， 蛙や 蛇の 屍雛i．魚肉を も食 した 。

叉 極 め て 多 くの 昆蟲 を試み た が 何れ もそ の 内臓 を食 す る を見た。 脚ち Sc” 1
−
；1．．

btLe・lae
，
　Ce ・・mlhycid 皰 等 の 甲鵡 s ク ・ぐヘ ウ シ ア プ 等 の 双 翅 臥 各種 σ）蝉や ミ

ヅ カ マ キ リ等 の 1司翅 El及び牛翅 口 ， 或 ば脈翅 目の オ ホ ウ ス バ カ ゲ v7 の 幼蟲 ア

y ヂ ゴ ク ，直翅 臼 の コ バ ネ イ ナ ゴ
，

1
シ ヤ ウ リ ヤ ウバ ツ タ を始め 多 くの 種類叉 は

蜻蛉 貝 の ギ ン ヤ ン マ 等 が そオしで
， 之等 は粗堂 な大 さ の 毘蟲で 内臟 を 暴露 して 輿

へ れ ば 凡 て J）tt，O］i，｛t．s・te・i・威鑓 の 食解た り得 る事 を示 し た 。 獪進ん で は カ ス テ ラ を 食

せ しめ た事賢が あ り，梨 柿等の 果實を も小且ナよが ら食 した 。 殊 に バ ナ ナ を
：
，19一だ

し く好 ん だ事は 注 日す べ きで あ ら う。飢餓せ る P 隅 f鶴 唄 よ水 を含ん だ1虎脂綿 を

與ふれ ば よ く之 に 集つ て 吸水 す る を見た。侮狄 隘な飼百器 内 に あ つ 七は ，餌の 爭

奪が 可 成 りに 烈 しく演ぜ られ る。Ullち小 さい 食餌ぱ 咬 へ て 物蔭 に運ん で 食ず る

の で あ ろ が 礎 に 2頭 ，苫頭 が 引張 り合ひ ， 押 しの け含 つ て 爭ふ e 食餌が 大 きい 時

は そ の 」二に跨 つ て 他 の 競爭者を押 しの け
， 蹴 りつ け るが ， か k ろ場 合大腮を奮 つ

て 噛み 合ふ 惜 撫 よ一度 も見 ら恥な か つ た． しか しなが ら D “ enrc−sixr．ii は5酔闘の 途

中 も蒔女 大腮 を以 て 餌を咳 へ 直 し更 に しつ か りと 咬 へ る の で ，此 の 際に往 λ に

して 食餌 とV与に 爭奪者の 觸角や 1皮を1醤み切 る享が あ る。

　　以 上 の 諸事實 を總括 し考察す 身層 ポ，P αη凸r‘蜘 謬
・

の 成蟲1の 食性 は極 め て 顯薯な

雜 食性 （Pa・ntlhophagous ） （EO3uuipll
且g。us ）で あ る と言ふ 事が 1｛1來る。然 しな

が ら種 々 の 食餌の 中に 自ら好悪 の 差の あ る事 も明 らか で ，爲 に野外 に あ つ て は
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　　 主 と して 食肉性 （Sarcophagous）の 捕食d生 （H．arpic 　cto 　plu　gDus ） を 示 し
， 又 食

　　 屍性 （R　ecrophageus ）及び食腐性 （S邑しprl）phago 賠 ） を現 す事が多い 。

　　　　 2）．幼蟲の 食性 戸澤イ議 祕 竃 三 兩氏
…

は D ・eencesteo
’

の 幼蟲が 蝸 ・陸

　　 食す る事 を記 し
， 乖巾谷一男氏の

も又 oxuroicles 幼蟲が蝸牛 を食す る事 を報告 し

　　 た。越後米 山 で 著者は ヒ グ リマ キ マ ヒ マ ヒ を食 しつ X あ る ブ祕 〜‘nei の 幼蟲 に 遭

　　 遇 し， 叉原産地 粟島で は同樣 な 2例 を見た。山谷文仁 氏は私 信 を 以 て
，

耐脚 幡 の

　　 幼蟲が ヲ カ モ ノ ア ラ ガ ヒ 及び
一
般の 蝸牛を食す る趣 を著者 に報 ぜ られた 。 更に

　　著 者は c・・loit・ 及び 1・・visi の 幼蟲を飼育して そ の 蝕 を調査す る事が 出來たが ，

　　 之等 の 幼蟲は何れ も蛭牛 の 類の み を食餌と し，決 して 他 の 食餌を辮 らな い 事 は，

　　 野外槻察及 び 從來の 報告 と同樣で あ つ た。然 しな が ら蝸牛 の 選操は極 め て自「［1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x

　　 で あ つ て ，飼育甜内で 輿 へ 得た蝸牛 の 数は 十數種 に 達 し，ヲ カ モ ノ ア ラ ガ ヒ
，

ナ

　　 ガ ヲ 卑 モ ノ ア ラ ガ ヒ 等 を も好一ん で 食 した。ナ メ ク ジ の 類は 成功 し な か っ たが 將

　　 來實驗的に食事た らしめ得・る樣 に 思はれ る。

　　　　 匍匐 して ゐ る Dceoncdstco，
「
幼蟲 が 蝸∠トに 掛合 へ ば

， 先づ 體 を彎曲して そ の 背

　　 面 を蝸牛殻に接觸 しつ S その 殻 口 を探す。而 して 通常 は 殻内 に 侵 入 し て 多 く側

　　 面 か ら軟體部 に噛 み付 くの で あ るが ，稀 に殻外 1こ 伸び 出した髏 を襲ふ の を見た。

　　 刀仰 珊 伽
・

の 第 1 齡幼蟲は ，そ の 體 の 小なる爲 に しば しば 餘 りに大 き過 ぎ る蝸牛

　　 を襲 つ て 失敗す る事が あつ た。脚 ち ヒ ダ リ マ キ V ヒ マ ヒ 等で 體重 （殻 も含め て ）

　　 7， 8gr．以 上の もの は ， 第 1 齢幼蟲が嘴み付 くと そ の
・儘強 く牧縮 し，從つ て

　　 Damrastm・の 幼 鐡は殻内深 く引込まれ ， そ の 編甼 な｛騫：も甚 だ しく壓迫 され ，再び

，　 蝸牛の 仲長，活動 に依 つ て そ め穀外 に押 し戻さ れ る を見れ ば 既 に 大腮は 蝸牛 體

　　 を離れ ， 杢體は 粘液 に まみ れ て 甚 だ 苦境 を呈す る の が 常で あ る。 か S る幼蟲は

　　 腹面 に 向つ て 丸 く體を曲げ，肢 を 以 て 粘液 を し ご き落 し
」 歩行 の 自山を得 て 再

　　 び 蝸牛 を搜素 し之 を襲ふ 。 然 し なが ら蝸牛が大 き過 ぎ て 遖當 な大 さの もの に 幽

　　 合は な い 時は ， 何 回か襲 撃を試み て 失敗 し途 に 餓死 す る に 至 る を見た。

　　　　上 述 の 如 く Drt・orhcestci”幼蟲は成蟲 と大 い に 食性を異 に し， 常に 必す蝸牛 を

　　食 し・ そ の 形態 も叉極め て 扁r二化 して 蝸搬 内に侵 入す る に灘 9て ゐ る。 從 、

　　つ て そ の 剣 生は食離 （S・ rc 。i・h・ 9… 〉 の 捕剣 生 （9・・padt・pha．g・u ・）で あ ．り，

　　就 中定食陛 （Otigophagous） と斷す る事が 出來やうと思 ふ 。
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　　　　　　　　　　　IV ． 其 の 他 の 生 態

　　1） 夜 行性及 び慕灯 性 　G ’1“「s“
’
is 氏

m
は 0殉πσ1⊂醜 を夜行性 な りと言ひ ，

又 道 を横 ぎ る O
’
vglillfi．mbis を 日 浚前 に 手甫へ た る事 を記 して ，ヱ）tei・jbreh’ter 成蟲が 南方

よ り北地 に 移 る に 從つ て 夜行性 よ り日中活動性に變す ろ
・傾向あ る を 指示 し

，
G ．

H ． τSER 氏
：）

も之を引 用 し弧調 した。又 Rl−ll　Eil　ifi｝ は G．　LEwls の 探集せ る

ε鵬 編 の 大部分は夜，木樵の 小 屋 の flOt）r （土間 ？） で 獲 られ た と報 じて ゐる。

凡 そ D   r匚轟
・

の 夜行性 は一般 に良 く知 られた事實で あ るが ， 著者 も叉 lciuisi
，

即 勘 ， 伽 オ1〃砺 及 び r6 跚 ｝
・
tt．s を飼育 して ，之等が 何れ も日渡前後 よ り活動 を開

始 す るを妃 た。 然 しなが ら交尾 ， 崖卵の 盛 1鸚こ は Flr掃舌動す る もの も少數 を認

め ．又 多 くの 人 設 に 依 つ て 口 rll採集 せ られ て を り
， 著者 も金北 山 （1000m ）， 二

王 rl汕 （700　m ） で 午前 ］1 時及 び 午後 4 時 に 探集 した經驗があ る
。 著者は 叉 架

島 に 於 て 降雨 の 日午前 10時頃 7 頭の 幼，成蟲の 活動 中 を捕 へ た。即ち 1）cetntt．stcT

は種 々 の 條件 i−c ！l（つ て 活動時刻 に 變化 を來たす もの の 如 く，之 tc關 して 趨光 性

及 び そ の 條件 に對
’
する 嚴密な る工じ驗 を要 す る と思 はれ ろ。 然 しなが 5多 くは 夜

行性 を 活動ρ 基調 と し
，

叉 北 地 ，高地 の もの 程多 くE仲 活動性 を獲得 す ると言

ふ G ．LE “s
’
rs 氏

ω
の 論旨は首肯 し得 る様C［，tSSふ 。

　　松 村 松 年博 士
1！）

及 び 戸澤信義氏
19）

は 7
’
ugij）tJfwbi−s 力汢 俗 に於 て ウ シ ム シ

（慕光蟲）と1呼ばれ ろ と記 した。笠非松雄 氏 は幕營の 燈 火に 慕ひ 來っ た 己卿   を

得 た る dlを著者 に 報 じ ， 著 者 も亦 夜閻採集 の 燈 火の 下 に 來た crりpitoを探 槊 した

事が あ る。之 に 依つ て 見れ ば ’

！
h くと も 1

・
こ‘σ加 ム廟 や 吻 ｛‘o に は 燈 火を慕ふ性質

あ る もの と思 はれ ，之 は 叉 そ の 弱 い 趨光 性 を意味 し， 夜行性 と密 なる關係が あ

る も の と 老 へ られ る e 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
l

　　 2） 嵩上登攀　 戸澤信義 ，碼貴正 三 雨氏
20）

は關酉の D “ ？）
’
br‘stc

’
i
・
が決 して 樹

幹 を攀 ぢ る事が な い と特記 され た≦ 之 に 反 して 中林 馮次 氏
1壬）

は S 月 10 日に 金

剛 山頂 の 大木の 樹皮下 ， 地上約 1 尺 5
，
U 寸 の 所 よ i） letvi−si の 威豈 1 頭 を得た り

と 言ぴ ，併せ て 夜嗣探 集の 際に 樹上 を匍 匐す る事は慶 々 見 ろ所 な りと報告 した。

Ll　l田要氏 も亦紀州で 地上 ：｝尺 の 樹幹の 糖蜜 に來た te・wLsi 　 6 ，
6　を探 集せ る事

を著者に 私信せ られた。著者は屡 々 樹幹や 倒木 の 上 を匍匐す る c（tpito 成蟲 を採

集す る 事が 出來た。そ の 他氈述 の 如 く， 各地 の Dcei］M ［
−ste ｝

i
に 就 い て 冬期 に ［ま朽

木 t 樹皮下 に 潜 伏す る多 くの 例證 力ζあ D
， 又活動期 に は樹 液 糖蜜探集の 實例
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が 多 い
，　　　　　　　　　　　

「

　　更に薯者の 飼育に徴 すれば ，　lewisi，　cr瞬 オo．」σ，
・
尠 踊 及 び   ’‘  叫 ま

， 何れ も樹

幹， 粗壁，金網等 を登攀す る性質を示 した 。著者の 飼育す る機會の なか つ た他 の

Dcefricester類 も恐 ら くは皆斯 る登 攀性を有 す る もの と 思 はれ る。然 して 此 の 替性

は種族 に依2 て 弧弱 の 髪が あ る もの の 如 く ，
βr顔 ‘o．1｛瞭 1’ は 比較的地 上 を 離 れ

’
る事が 少い 樣で あ つ たが ，

antcolile．s と ノb伽 ，踊 は好 ん で 高所 に 登る や うで あ つ た。

　　 Dftmenster の 樹上 登攀性は ，地 上 越參邸ち朽木越冬や 樹皮下越冬 を行ふ 爲に

は 必須不可缺の 脅性で あ り， 從つ て 上述 の 種族 的な登攀 1生の 弧弱 は そ れ 等 の 越

’
冬形式の 差異 に 負ふ もの と解せ られ る。 とは云 へ 此 の タトに 『

二時の 活動に あ つ て

登攀性は 專 ら食餌探索 の 手段 に用ひ ら恥 るで あ ら う事 ぽ 近縁の α伽 07
脇 風｛こ ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

於 ける と同様で あ るd 　　　　　
・
　　

1
　　　　　

’
．‘

　　
’・　

’
　

．・∵ ∵

　　 3） 毒液放出 ．．三 輪勇四郎博 士
陶

に 依れば，本邦の σ照 廊 屬 は何れ
’
もllJ：

lI1よ b不愉快な酪酸 を含む液體 を放出 して 防禦の 効を擧げ る ど 云 ふ
。 著者 の 經

驗 に依れば Dceonrester亞 屬 も亦此の 例に 沈れ なV ・’。’割ち越參中 を發掘さ れ た場

合 や歩行中を捕 へ られ た 時は 勿淪 ， 蝸牛殻内に頭 ，胸 を挫 め て 食事 中に 人の 近 ．

つ い た樣 な場合で も，成蟲は直に 腹端を上 方 に 曲げ て 之 をね ぢ ウなが ら，同時

に上向に な つ た肛門か ら數回 に 亙つ て 噴霧 の 如 費毒液を扱 出す る。 そ の 微 粒が

齲 等 ・ 掛・ ・洪 麟 騰 ・灼 ・樣襯 磁 麺、嚇 ・多・燃

な く痛 を 忘れ て 何等 の 皮膚變化 も殘 さ な い ． 撚 し近距離な数身艇馨け黒は 液が

鎧 で あ る離 ， 離 に似た履 の 輸 臆 麒 撚 じ瀕 酣 》様晦 れぼ つ

た く （oeden 】批むδS）なる。但 し此の 場合と雖 も比 較的早 く症欣 は去 り，何等見 る

べ ぎ後遣症釈 を殘 さ な か つ た。

　　冀の 毒液腺 の 解剖學的方面や毒液放射の 機能等に關 し て は
， 稿を改め て 述

．べ る事と す る。．　　　　　 ／t

　　 4） 頻 ・死 　既 に 産卵 し疉 しf 自然死 の 近 づ い た もの 或 は 回復不能 に 迄飢

餓せ しめ られ た Dao｝ba・ste？一の 成轟 の 行動 は著者 に は 可成 り興味あ る もの で あ っ

た。皀防 頻死 の 成蟲は そ の 動作は 凡 て 極め て 綏慢で ，歩行は常に 必 す前 の め りで

あつ た。
’
大腮は 最 も早 く不動 とな り， 攝食不 能 とな る。殆 ど同時 に 兩鬚 も邇 動 を

・

失ぴ
．
・次 い で 觸角 も不動に 陷 購 廣 く倒 ハ の 字形に 前側方に擴 げなま

．s とな る．

頭胸部も早 くか ら痲癖 し， 稍邏れ て前肢 も又 自由を失ふ に 至 る’
d 此 の 時 は 中 ， 後．

r
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城は未だ綏 く動 き，交互 に 歩行邏動 を試 み ， 爲 に罷は前方 に低 く傾 き ， 云 は F±前

．の め りの 萎勢と な り，遲 々 たろ前進が 可能 な事 もあ る が
，
既 匡癒輝 した前肢は 概

ね 引 きづ られ て 後方に 向ひ
， 左右不齊な位置 を取 夢甚だ し く正 常と 異 な る。中，

後岐 も次 第 に 不 動 に 陥つ て 斃死 す る に 至 るが，後i使は最後迄 鬮 を殘 す の が 常

で あ る。

　　以上 を要す る 1，c 頻死 の Dmo7｝rsster の 威蟲に 於 て ぱ ， 少 くと も邏動の 抛己痒 は頭

部 よ り始 ま ウ次 第に後方に 向ふ と言ふ 事實が認め られ る の で あ る。

　　 5） 被 蜜 　Dret］bftstc−7’の 害敵 に 關 して ｝ま從來何等 の報告 も見な い が 、著奢

は ケ ラ （Clr・yllotcelpts　rψ
・icr．c・tfi　P ・1．sicot　cle　BEA ・vvOT ］））が 伽 宙繭 幼蟲 を喰 ひ 懿

したの を見た。 皀「1ち 飼育器 内で 第 1齢 よ 1〕弟 2 齢 へ の 脆皮準蜥に 土 rl富に潜伏せ

る幼蟲 を ケ ラ の 幼蟲が喰 ひ 殺 した の で あ る
。 野外 に 於 て も斯 る被害は大 き い も

の と想像 さ れる。 域蟲の 害敵 と して は笠井松 雄氏に依つ て 1種の 冬蟲夏草が も

た ら され た。 氏は 1937年 5 月 1 日に 金 北 山麓で α 卿め の 死 體 を得 ， 之 を管瓶
．

に納 め て お い た が ， 同 5 月 6 日 に 始め て 發芽に 氣付 い たと 云 ふ 。 之 は 日毎 に成
層

　　　　　　， ∴ 二認 ．

’

罷 ラ避巖識 1黷鷙

。…礁鰯よ：．1∴∴、：：靄
訂52 圖　Coj‘cZ 〃eePtS　c‘’tej ・ea （T じ ［．．〕S・、cc ．〔？〕

　 　 　 に 寄 生 せ られ た る cal〕ito ｛原鬩 ）

は 川村清一博士 に そ の 標本を 贈

呈 し御教示 を乞 ふ たが ，
‘‘
歐洲

に て 歩行 蟲 類 に寄生致す eor一

吻 ‘二ゆ ciaererl （1iuT．）SA　f！c ．な

る もの に發育す る もの な らん か

と一見致 して 想は れ 候 も ， 此 の

蟲 の 寄生菌 は極 め て 珍 llil1に て 且

菌體細枝の 如 くII｝で 將 に 差！1實體

を 形成 せ ん とせ る未熟 の もの なる に よ り充分鑑定致 し鹸ね居 り候云 た
”

と の 御

高歡 に接 した。 獪寄主は鶻長 37．S　mlil の ♀ で あ つ た。

　　叉 飼育器内で は各毬の 、刀   鯉 8r 成蟲 は一種 の 水 黴樣 の 菌に 冐さ れ る事 多

く， 各閾節や腹 板接合部 よ り綿の 如 き菌體 を簇生 して 斃れ る もの を多 く見た。

　　6） 飼育の 注 意　如上 の 生態に皀卩して 飼育法は 自ら察知 し得 る理 で あ るが ，

特に重要 と思は れ る注意 を附記 す る事 と す る。 先土 壌は粘土 と砂を 7 分 3分 の
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割合に 均等 に 混 じ ， 常 に 適常 の 濕度を忘れて は な らぬ 。 叉 土 壌は必す篩 つ て ケ

ラ を除 くべ きで ある。 幼蟲 の 食餌は餘 りに大 き過 ぎて 困 ら楓 様 ， 適當 の 大 V ・ さ

の 蝸牛 を還び ， 成蟲の 食餌 と して は蝸牛は 潰 して 與5 る と そ の 遁悲 潜伏 を防 い

で 効果的 で あ つ た。 叉種 々 の 昆蟲 等は な る べ く多漿の もの を選び 必す 割腹 して

與 へ る と良い 。既 に 蛹化準備 PC入つ た成熱幼蟲及 び蛹は最も斃死 し易い か ら ， 之

等は出來る限 り暗所に 置 い て 刺戟 を避け ， 換氣，
’
温慶に 細心 の 注意 を要する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Resume

　　　V ・nmi ・ genanntes エ tes　 Sし舗 uln 　de・ F 。・scllul ・g　i’iber　 den　P儡 ‘・stCITL

h，、，t　f乱sも　］cehne 　oekologische 　Beric】1te ．　N 頴ch 　｛lei・vortref 日i〔｝hell　 Arbeib　von

G．　H：tLVSER 　Liber　die　ユ）〔STf｝cGste，冒一COI）tol（sb7・u ，g−GruP1〕e　tl
・itt　die　FOrSGhullg　iibeu

den　」Dce“］’saster　in　das　II　te　St肌dium，
　uul （1．　i　n　dtesenl　Stftcliuin　wllrdell 　v 量cle

kleille　oekologisc1 コe　Melnoh ’
ell　von 　J批p 匿nlenl 　ver6 ：確fentliGht．．　Iu　meiller

．

ムbhalldlung　ill　iapεしnischer 　Spracbe　Iユ几be．icll　auch 　
．
［i．ber　diese　vel・schie （1〔摯lell

Memoilell 　zus 抗 mmen 臨sselld 　Erwtihnun9 　9etとm
，
　 hier　aber 　 m6cllte 　icll　llu ・1■

｝nein6 　selbst　geniachten　Beol〕n・．chtullgen 　亅vitteil．e】L

　　　I．　 Lebensk ユ
・eisltuuf．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　Nur　in1．　Fll廿h】ing　u ，　Herbst　bet蕊tigen　sicl11 ）  clste，
・
sehr 　lebh眦 ，　w 試br−

end 　sie　im　SQmmer 　wegeu 　Hib・・ u ・m 乱ngesl 】fL
．
【ter ．M ・・

’
ullSV 　qi・ゆ ．　i’e！n．tiven　　

Som 】nersch1 εし正　1i
’
alten ．　Auc1 ユ　inl　NVinter　halten　I」n，rven 　un （1　 ftusgewachsene

Damirt働 ・eillell　 Sch］af，　 Dell　Win 扼 1scllla 田 e 亅
・Em ．chsenell 　 kn川 1　 ma ユ1　 wie

fo19も　eint ／eileユ1 ：

　　　1）　die、　die　ill　deコ
・
：塾｝vde 　Ube1

・
ls・i］lterコ1 　　　　　u ，

　　　2）　die，
　die　auf 　den　Bttunlen　ttbersyintern

　　　　　　　 11）　die，
　die　ill　vel ・軌 ultell 　B冠unlell 　iiberwintei・11

　　　　　　　 b） die
，
　die　 unter ．dev　Bau コni

’in〔le 軸 erwillte 坦 ．

　　　Die 三m 　s近dliche11．　Ja、p 亂 11
．
vevb ｝

’
elteteiユ 刀 r‘？｝占cest价 tiber，i、・inもern 　meisten5 　in

dey　Erde　order 　unter 　der　Bn・tunrincle ，｛1モe　 Lu　 n6r （11iGhen　 J．lp ，111　verbreiteten

ユ）α mfsstel
・

wie 　o
’・
“gipεnsnis，

α伽 齢
・
1as　 u ．ゴb？加 ？lei　jedOG】l　Uberivintern 　Dlle　ill　 vel −

f興 1tell　B 試umen ．　Diese　VersclUedenheit　isし wolll 　haup 七s肛chlich 島u．f　das　 lm

Nqlde】1　u ．　 SUden ＄09 島nz 　verschieclehs 　Kltm 几 zu ・
・ljC］｛7．ufifh ・

・el・；
’denn 　 w 託hト

end 　e寧　i】n 　Norden　selp
’
　、

・iel　sch11 βi七　und 　Sも蔵rlnt
，

．isむ cler　S廿den　fast　g乱nz

，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The  EntomologicalSociety  ofJapan

5S ft fi-er,, 
-1-=-

 ts ut.;=blii-t

schueei2'eE  rn[1  rul]i..dil',

    lr. Besfnttnng  u,  liieriesten,

   I(･1] beol,acl)tete, dnss clor ininnliel)c):  DGwb(tster zuevts't die Seiten des  'Bauehes

 des IS'eibcbens mit  den 1]arsi der Vot'de]'beine sti･cicbelt,e.  IVesten

dies'er Beel.mc;,htung den](e iel], dnss {lie  Sie'tgt6sserung rL. clie Behaarvng  a6r

Vorclerbeine des "Iti,nnc･hens {li.esein  strdieholnden  A];t der Begattung nngc-

passt sind.  Derselbe Sekundgrgeschleelit-chara]ctei', den wir  bei vielen  Sand-
     gu.

 Lauflcit'fern finden, "'ir(1 vielleicht  clerselben  Ursache  zuzuschreiben  sein.

])er eierle."encte  Alct det Dre-]iffste-` iii]nnit  felgenden X'e]']arLf:

    1) dns Grn])en tles  L,)ches in clie -Erclc zur  A.ufna]nnc cles Eies,

    2) das Les,cn cles Eies in [lnsselbe,

    3) clRs  Sehliessen clie$es  Lc,ehes.

    Beim  1. Akb  gehrtutaht  Da"nteste"` nur  {las Endeseginent des B:iuuhes

untl  nicht  die }[uci'o cler Flti.creldecke]}. DcesJ-rcstes- sch]iessb  aas Loch  ]nit

deni M'echselsveisen  Gebraucli der 1)eiclen "littetl,eine.

    III, ]]･ssungshabitat, ,

    Erwaclisene  Dmibastei` fangen mit  gr6sstem Vergnin'gen Landsehnccken

u.  nackte  Schnecken, auch  e4sen  sie  gern das Fleisch von  KUhen,  Schweinen

u,  s. w., den  Kadaver  ven  Fr6sot)en u. Schlftngen, die La･vve aes Schmetter-

]ings u. Nacbtsohmetterlings; selbst  Cikaden  frisEt sie im  Notfalle. Sie
                                    '

sammeln  sich  gcrn um  Zuclcer und  sel)lecken  init  Freudc den Saft iTeralteter
                                                '

Bttume; unter  dem  Frttchten isb es. die Bannne,  die sie mit  Vorliebe vertil-
                                                                '

gen.  .Diesen 
7]atsael)en entspreehend  ]cann' man  sagen,  dass Essungshal)itat

deT DGonrastc?' ini allgeiMeinen  eitie  clentlicl)e ?anthophagie, insbesonclere eine

Harpacto])hagie･ist; {lie in den IBevgen rL. Ireklern ]ebenden zeigen.  oft

Nekso- u, Saprophagie. Seine Lftrve dagegcn frisst sowo}il  iin ireien Felde

ftls  aLtch  iin Zuchtzhnnier nur  LanClsehnee]cen, d. 1i. sein  Essungsha])itat

ist Harpactc,phagie, insbesonaere Sarcophagie nnd  Oligophagie.

    IV. Anclere Oekolo.crie.

    Diese Nachtbiere, Da?naste)', haben  die Gewohnl)eit auf  Baumc  zu

steigen,  u.  scus dien Anus  ein  Gift nuszuspritzen.  Im  sterbenden  Zusttkncl

zeigen  Dce?iFa-ste?' di'e motorisehe  Ll'1nmung  und  zsvav  den  [rypus deseendens,

in anderen  XV'orten, zuerst  werden  qie ]Iandibulae, Palpae u, Ftthlar unbeweg-
lich, dann  erlalunen  Kepf- Halsschilcl-Gelenk u-  Vorderbeine, {larauE  wer-
                                       '
aen  die ).[ittelbeine steif u.  zum  Sehluss clie Hinterbeine unbeweglich･  

'

                                        '

                                 /t

-

'



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

　　　　　　　馬 塲金 太郎 ・ マ ヒ マ ヒ カ 刋 亜 屬 り 碍 究 σ｝生 態 に 就 い て 　 　 　 59

　　 Die　 Larve （1（江 D ・w 】乃傭 ，
・

w 〔xden 　 bis・veilen 　 v・n 　 der・．　 Maulwurfs 呂1
’Me

（σψ 6吻 ・s　・・f）・ic・・n ・・　1’・・T・STC・T 　 DE ・BE ・ w … S）v 覦 h比 Al・ F ・ind ・1・・ e・ wach −

senen 刀（eenceste
・
i： （u ．　a ．　cal 〕ito）falld　ich　elne 　1？unge ，　Cooi〔lyeel，・s　citnep

’
ea （TuL ）

SACC，（？），

　　Im 　Zuehbzhnnner　steTben 　Drs？m ：ss‘e’・1・manGhinal 　dur じ11　einen 　watsserpilz
−

lU
’tigell　j〜乱1

・
tlsitell

−Pilz・　　　　　
巴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　

’
　　　　　　　

・

　
　

ラ
　

エ
　

エ
　

ラ
　

ラ
　

ラ
　

ラ
　

エ
　

　

　

ラ

ー

2345879901

［2｝

13 ）

：t4）

15）．
16 ）

［7）

1S）

19〕

20）

21）

22）

交 獻

of 　 a 　 1）e“T　 S ［）eCles ・

紐k柯松 碗三　（1929 ）：

三輪勇四 郎 （19B8｝t

中林馮次 （1937〕：

名稠毎吉 〔1937 」：

1｛Y〕」“，
E ．　C・（】872｝：

En 亀Qmol ，　 NOlltllly　Mag ・

団・ 鑼 男 〔1932｝・ ・ マ ir イ カ ブ リの 鱸 に 就 い て 混 贔 1堺 ，
N ° ・輔

玉 村 不 二 男 （19；SS）： 宮崎縣歩行蟲科目録 ， 昆蟲界 ，　No ．54 ’

戸澤信義 〔，1933 ）： 歩行蟲の 智識 ， 關酉昆蟲學雜誌，VoL ユ
，　Nio，］．

戸澤イ議 ・徽 正三 〔19，・33〕1 大阪附近 の 歩行鐓 ω 混 雛 界・N … 427・

山本弘 （1937）： 朽木中に 越冬す る岩手縣産 ヲ サ ム シ 2種，日本甲蟲 ，
VoL 　

l
，
No2 、

　 〃　　（193S｝： 昆蟲界 ，
蕾 o・52・（口 繪冫。

馬場金 太郎 （1934）： 成蟲越多g甲蟲數種，昆蟲，VoL　8，聾o．2．

　　　　　 （1938）： Dcetn（cg．　tei卩亜驕の 分類と分布に就い て ，昆蟲 ，　Vol ．　XII 、　No ．6．

H 。USE ・
，
（弘 （19翆1）・ 刀・・撒 働

・一σ・μ・‘・b，
’
・・S一伽 ppe　de・ G ・伽 ・・g 伽 ・b・…

平山修次郎 （193［3）： 原色千 種昆蟲鬮譜。

生駒進
一

（1938）： 甲蟲採集記 1 昆蟲界，
No ・54・

祠1谷
一男 （1937 ）・ 鴨 類の 生態寫眞 日本の 甲蟲 v ・L1

・
N ‘・・L

鹿野懸 （1932 ♪・ 日本uRセ ダ カ ヲ サ ム シ 屬混 蟲i堺 酒 ・ ・　41q・・

木下周太 く1935）： 岩波動物學鰰典 ，
〕λ 502．

近藤芳英 （1937 ）： 冬期採集 に 探 る生駒連山の 昆蟲相 ， 昆蟲世界，XO ．475 ．

　 〃　 （1937 丿： 冬 山に 採集そ の 昆蟲相 を 見 る ， fftfi世界，　No．476．

ILT．w エ，
，
　G ．　 　

“
　Oll　the　 di・t・ib・iti 。n ・f 加 ・磁

’
・
　 “

’ith　 c］escriT ）tioii

　　　　　　　　　
，・Entomo1 ，

　MonthSy 　M｛ag ，，　Vol・17・

　　　　　　　　　昆蟲學概論 。

　　　　　　　　　　日本甲蟲分類貔 　　　　　
「
　　 、

　　　　　　　　 蟲 の ま に ま に （95）， 昆蟲世界，
N α 476・

　　　　　　　　 鞘翅 1ヨ斷片躙 昆蟲
．
「止界，　Nu ・480・

　　　　　　　　　　‘‘ ］）escriPtion 　 ｛，f　a　1ユeW 　species 　ol　Dce’necestteiL　hl）lll　Japan ・t’

、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


